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I. はじめに

１.研究背景

高齢者世帯に占める単身世帯は 2 割を超え 1)、その一部は社会的孤立となり、孤独死な

どのさまざまな問題を引き起こしている 1) 2)。地域包括センターの相談内容も社会的孤立

に関する問題が増えており、とくに深刻な問題は男性ひとり暮らし(単身)高齢者に多い。

2.先行研究

P. Townsend をはじめとした国内外の多くの研究者によりさまざまの社会的孤立の指標

が提唱されている 4)5)。社会的孤立では、他者とのつながりが弱いことが報告され、とくに

男性単身者の社会関係の縮小と、孤独感を高める可能性が指摘されている 6)7)8)9)。また、

社会的孤立は生活問題と関連するため、地域と行政が協働し地域の優先課題を明確にし

10)11)、防止対策を樹立する重要性が提言されている 12)13)。

3.研究目的

男性単身高齢者が社会的孤立を免れている要因を明らかにし、地域の社会的孤立に関す

る課題を明確にすることを目的とする。

II. 方法

本研究で分析に用いたデータは、2013 年 7 月に大田区が実施主体となり、東京都健康

長寿医療センター研究所の社会参加と地域保健研究チームが行った「高齢者の健康と安心

な暮らしに関する調査」に基づくものである。なお本調査は同研究所の倫理審査の承認を

受けて実施された。

1．対象

東京都大田区 A 地区において 2013 年 7 月現在、65 歳以上の住民で要介護 4・5、施設

入所を除いた 7,705 人を対象とした。同区の 2014 年 1 月現在人口は 701,416 人、うち 65

歳以上は 155,059 人（22.1％）である 14)。

2．方法

自記式質問紙による郵送調査を行った。回収数は 5,310 票（回収率 70.1%）で、平均年

齢は 74 歳、男性が 39.4％、女性が 54.7％であった。単身者は 20.7%を占めていた。

3．分析

同居者がなく、かつ、家族や親戚、友人や知人からの情緒的サポートおよび手段的サポ

ートがない者を社会的孤立と操作的に定義した。また、同居者がいないが何らかの情緒的

サポートまたは手段的サポートがある人を社会的非孤立独居と操作的に定義した。

男性単身高齢者の社会的孤立群 71 人、社会的非孤立独居群 268 人の 2 群について、健

康状態、孤立感、社会活動、飲酒、喫煙、相談窓口の認知や利用、見守り事業の利用、就

労状況、収入、暮らし向き、住居形態などの調査項目についてクロス集計およびχ2 検定

を行った。有意水準は 5％とし、統計的分析には SPSS.ver.22 を用いた。

III. 結果

1．健康状態

健康度自己評価がよい群、視力障害がない群において社会的非孤立の割合が有意に高か

った。
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2．日常の活動性および生活習慣

新聞を読む群、本を読む群、若者に話しかけることがある群、笑うことのある群、グル

ープ等の活動を行う群の方が、そうでない群に比較し、社会的非孤立の割合が有意に高か

った。

3．支援機器やサービスの利用

緊急通報の利用については「わからない」と回答した群において社会的非孤立の割合が

低かった。

4．精神・心理状況

周囲から孤立を感じている群、生活に満足していない群において社会的孤立の割合が高

かった。心理的な状態（楽しい気分、リラックス、活動意欲、睡眠、物事への興味）に関

してはいずれもよく感じられている群において社会的非孤立の割合が有意に高かった。

5．社会的状況

暮らし向きにゆとりがあると回答した群では社会的非孤立者の割合が高かった。一方、

賃貸住居居住群、また、世帯収入が少ない群では社会的孤立の割合が高かった。

手段的自立状況、飲酒頻度、喫煙、外出頻度、地域包括支援センターの認知や利用、自

覚的物忘れの程度などについては社会的孤立の有無との間に有意差はみられなかった。

IV. 考察

社会的孤立を免れるには一つの要因だけでなく、健康状態、活動性、経済状態、住宅環

境の要因が重なっていると考えられた。特に、健康状態と社会的孤立との関係では、社会

的孤立が健康状態を悪化させるという関係だけでなく、健康状態、活動性が保たれている

と他者とつながる機会も増え、新たな支援者と知り合う機会も増えることで社会的孤立を

防止するという関係もあるのではないかと思われた。

分析対象の大田区では、地域で活動している人や活動したい人が、その意欲や能力を発

揮できるよう、地域福祉に取り組む団体等との連携により参加のきっかけをつくり、地域

活動をさらに活性化できるよう、交流の場の確保、健診の強化などの生活習慣病予防、包

括支援センター機能強化、見守り体制の推進、住宅確保など現状の問題に沿った事業計画

を策定した。

分析結果と、今回の行政の計画に一致した点も多く、研究者と現場の連携が意義のある

ことだと実感した。

本研究にご協力をいただいた対象の皆様、ご指導をいただいた渡辺修一郎先生、データ

の提供とご指導をいただいた東京都健康長寿医療センター研究所の藤原佳典先生をはじめ

チームの皆様に心よりお礼申し上げます。
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